






【問題5 l 

海岸（呆令施設の維持管理に関する記述の正誤の組合せとして、 最も適当なものは次のう

ちどれか。

（ア） 潜堤は、 離岸堤と異なり、 構造物の浦面からの臨出がないため、 洗掘によるプロッ

ク等の沈下が生じても、 波浪の静穏化 、 漂砂の制御機能に大きな影響はない。

（イ） 砂浜は自然のものであるため海岸保全施設として指定されることはないが 、 来襲す

る波を砕波させ、 波のエネルギーを減衰させる消波機能が期待されることから 、 適

切な維持管理が必要である。

（ウ） 離岸堤や潜堤の背後には 、 堆砂によってトンボロと呼ばれる地形が形成される。

（ア） （イ） （ウ）

(1) 正 正 正

(2) 正 誤 誤

(3) 誤 正 誤

(4) 誤 誤 正

【問題6】

港湾の技術基準対象施設の点検診断計画に関する記述の正誤の組合せとして、 最も適当

なものは次のうちどれか。

（ア）通常点検診断施設の一般定期点検診断を、 5年に1回行う計画とした。

（イ）通常点検診断施設の詳細定期点検診断を、 設計供用期間50年の中間を過ぎた35年

日に行う計画とした。

（ウ）重点点検診断施設の一般定期点検診断を、 3年に1回行う計画とした。

（ア） （イ） （ウ）

(1) 正 正 娯

(2) 正 誤 正

(3) 誤 正 正

(4) 正 正 正
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［問題7 l 

係留施設の点検診断に関する記述の正忠の組合せとして 、 最も適当なものは次のうちど

れか。

（ア）桟橋上部エの鉄筋コンクリート／＊版について、 目視調森により鉄筋の腐政に起因する

かぶりの剥落が確認されたため、 鉄筋位置におけるコンクリ ー ト中の塩化物イオン

飛を測定した。

（イ）コンクリ ー ト中の鉄筋の腐食速度を謂べるため、 鉄筋の1
、

1然電位を測定した。

（ウ）鋼矢板式係船岸の上部エとエプロンの間に段差が確認されたため、 空洞化謂杏を実

施した。

（ア） （イ） （ウ）

(I) 正 正 誤

(2) ヨ研＂ 誤 正

(3) 正 令
和

＂ミ 誤

(4) 正 正 正

［問題8】

海片保全施設の変状および点検に関する記述の正誤の組合せとして、 最も適当なものは

次のうちどれか。

（ア） 堤防・護岸等の延長の一箇所でも決壊すると、他が健全でも大きな被害をもたらす

可能性がある。

（イ） 堤防・ 護岸等の前面に砂浜がある場合、 堤体材料の吸出しや堤体の変状に対する予

防保全として、 十分な幅の砂浜が確保されていることを点検する必要がある。

（ウ） 離岸堤について 、 その背後の堤防・護岸の被災や砂浜の侵食などが生じた場合には、

目視では離罪堤に変状が確認できなくとも、海面下で変状が生じている可能性があ

る。

（ア） （イ） （ウ）

(1) 正 正 正

(2) 正 誤 誤

(3) 誤 正 誤

(4) 誤 娯 正
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［問顆1 41 

ナロ ーマルチビームをJtjいた深浅測量に関する記述中の(A)~(C)にあてはまる語句

の組合せとして、最も適当なものは次のうちどれか。

ナロ ーマルチビームによる測深は、測量船の進行方向の(A)に特定の角度の音波を照

射し、 反射時間を計測することで、一括して多数点の水深を計測するシステムである。 水深

が浅いほどビームが広がらず、(B)は狭くなることから、 測飛区域の水深、 海底地形を

考應し、( C )が生じないように測線を設定する。

A ヽ B C 

(1) 前後 有効測深掘 測量誤差

(2) 左右 有効測深幅 未測深

(3) 前後 スワス角 測絋誤差

(4) 左右 スワス角 未測深

［問題1 5] 

無防食銅管杭の肉厚測定を超音波厚み計を用いて行うとき、標準的な肉厚測定箇所とし

て、 最も適当なものは次のうちどれか。 なお 、 図中の●が測定箇所を表す 。

(1) (2) (3) (4)
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